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中学1年生を対象としたピア・サポートプログラムの効果の検討
―小学6年生への移行支援をピア・サポート活動に位置付けて―
三宅　幹子※1
　本研究では，中学1年生を対象として，「小学校訪問」をピア・サポート活動として位置付けたピ
ア・サポートプログラムを実施し，社会的スキルおよび自己有用感の観点からその効果を検討する
ことを目的としていた。質問紙による効果測定を行い，分析の結果，社会的スキルおよび自己有用
感のいずれにおいても，ピア・サポートプログラムの前後，および，ピア・サポートトレーニング
とピア・サポート活動の前後で，統計的に有意な上昇が示された。また，事前の社会的スキルと自
己有用感の評定値が比較的低めの生徒においてのみ，ピア・サポートトレーニングの前後で上昇的
変化が生じたことから，ピア・サポートトレーニングからピア・サポート活動へと移行するピア・
サポートプログラムの形式は，社会的スキルと自己有用感の低めな生徒にとっては特に有用である
と考えられた。
キーワード：ピア・サポートプログラム，小中連携，社会的スキル，自己有用感
※1　岡山大学大学院教育学研究科
Ⅰ　はじめに
　現在，学校現場では，子どもの仲間関係づくりや集団適応の向上，あるいは社会
的な問題行動の予防などを目的に，様々な内容・領域において，ピア・ サポート（peer 
support）の取り組みが実践されつつある。ピア・サポートとは仲間どうしの援助
関係の形成を目指した活動であり，もっとも広義な定義（戸田，2007）として「支
援を受ける側と年齢や社会的な条件が似通っている者による社会的支援」とするも
のもあるが，ピア・サポートという用語がどのような活動をさして用いられるのか，
現時点では必ずしも合意が形成されているわけではなく，目的も内容も似た実践が
多様な名称で呼ばれていたり，異なる内容や目的の実践が同じ名称で呼ばれていた
りするのが現状である（戸田，2001，2007）。
　また，ピア・サポート学会において「子どもたちの対人関係能力や自己表現能力
等社会に生きる力がきわめて不足している現状を改善するための学校教育活動の一
環として，教師の指導・援助のもとに，子どもたち相互の人間関係を豊かにするた
めの学習の場を，各学校の実態や課題に応じて設定し，そこで得た知識やスキル（技
術）をもとに，仲間を思いやり，支える実践活動をピア・サポート活動と呼ぶ」（中
野・森川・高野・栗原・菱田・春日井，2008）と指摘されるように，ピア・サポー
トに関する取り組みの広がりの背景には，子どもの社会性の未発達に対応するため
の手立てへのニーズがある。すなわち，子どもを取り巻く家庭や地域の人間関係が
薄れ，年齢や立場の違う人との触れ合いが減少している現代では，子ども達は，様々
な人と関わることや仲間集団の中での遊びを十分に経験しないまま幼児期を過ごし，
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以前に比べ人間関係を築き維持する力が未発達な状態で学校に入学してくる傾向に
ある。そのため，集団に入ることや子ども同士の仲間関係への適応に困難を示す子
どもが増え，子どもの学校適応を助けるためにも，人と関わる力を育成するための
計画的，組織的な取り組みが学校教育に求められている。
　その一方で，現代の子ども達は，より一層グローバル化していることが予測され
る将来の社会において，異なる考え方やバックグラウンドをもった他者と上手にコ
ミュニケーションをとり協働できる関係を築かなければならず，これまでの時代よ
りもより高度な対人関係能力が求められるということになる。この点からも，より
良い人関係を築き維持していく力を子どもたちの中に段階的に育成していく必要が
あるといえる。
　そこで本研究では，ピア・サポートに関わる取組の中で，「日本のピア・サポート
プログラム」と呼ばれる形式の実践に着目し，不登校などの適応の問題の発生頻度
の急増する中学１年生を対象としてその効果の検証を行うこととする（例えば，内
閣府(2016)）。「日本のピア・サポートプログラム」とは，体験的なトレーニング（「領
域－１」）と実生活でのピア・サポート活動（「領域－２」）からなる組織的な取り組
みである（Figure 1）（滝，2009）。体験的なトレーニング（「領域－１」）によって
活動のための下地となるスキルを育てたのちに，異年齢交流活動や縦割りの学校行
事などを活用したピア・サポート活動（「領域－２」）を通して交流活動のポジティ
ブな体験を積ませ自己有用感を獲得させることをねらった構成となっており，異年
齢交流活動や縦割りの学校行事など，従来から日本の学校教育でさかんに行われて
きた活動が，子どもたちが社会性を身につけていく際の動機づけとなる自己有用感
の獲得に有効でありうることに着目している。

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㻌
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
Figure 1　「日本のピア・サポートプログラム」
（滝(2009)より，一部簡略化して引用）
　なお，本研究では，中学1年生が「小学校訪問」として，出身小学校の6年生のた
めに中学校生活を紹介するプレゼンテーションおよび懇話会を実施する取り組みを，
ピア・サポート活動と位置付けて，中学1年生を対象としたピア・サポートプログラ
ムを実施することとした。小学6年生にとって，小学校から中学校への環境移行は，
友人関係の拡大と再構築，学級担任制から教科担任制への移行，部活動への参加，
生徒間での先輩後輩関係の出現，新しい学校の規則や生活スタイルの変化など多く
の変化が押し寄せ，新しい環境への適応が否応なしに求められるものである。多く
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の子どもにとって期待と不安が高まる出来事であるといえよう。また，小学校高学
年頃からは青年期に向けて心身の発達的変化を迎える時期でもあり，こうした変化
が重なることについて，児童生徒にとっては「二重の意味で危機的である」（古川・
小泉・浅川，1992）との指摘もある。このようなサポートのニーズの高まる時期を
捉えて，そうした不安や期待を体験したばかりであり，一緒に中学校生活を営む仲
間となる予定である中学1年生が，小学6年生の中学校生活に向けての不安の低減や
期待の高揚を目指してサポート活動を実施することは，ピア・サポート活動として
妥当であり意義のあるものと考えられる。
　ところで，小中連携のもとピア・サポートの取組を実施した先行研究として，竹
内(2008)がある。竹内（2008）では，中1ギャップの解消と中学生の自己有用感の向
上をねらいとして，中学生が小学生を支援する小中連携ピア・サポート活動を行った。
校区の小中学校教員及びスクールカウンセラーが週に1度集まり，諸課題について話
し合う「校区子ども支援会議」において，小学生の不安や悩み相談に中学生が紙上
で回答する小中連携ピア・サポートの実施が計画された。中学校の既存ボランティ
ア組織「ちょっとボランティア隊（ちょボラ隊）」の一部門に「ピア・サポート部門」
を設置し，生徒会執行部が中心となって小学生への紙上相談活動を行うこととした。
相談活動を行う生徒については，ピア・サポートトレーニングやスクールカウンセ
ラーによる傾聴訓練を実施した。紙上相談開始にあたり，「ピア・サポート部門」の
中学生が小学校の児童集会に参加して説明を行った後，小学校に相談箱「一中の宅
急便」を常設し小学生が投函できるようにした。投函から回答までの流れをTable 1
に示す。
7DEOH 紙上相談活動における，悩みごとの投函から回答までの流れ
（竹内をもとに作成）
流れ    生徒及び教師の動き
① 小学生の投函 「一中の宅急便」へ悩み事を投函
② 「校区子ども支援会議」で選別 小学校教員が回収し，「校区子ども支援会議」に持参
中学生が扱えるものとそうでないものに選別
③ 中学生が紙上で回答 「ピア・サポート部門」の中学生が相談を読み，紙上で回答を記
入
④ 中学校教員と回答内容の調整 「ピア・サポート部門」の中学生と中学校教員が回答内容を調
整・吟味
⑤ 「生徒だより」に掲載 校区全小中学校に配布する「生徒だより」に掲載

　小学生の相談内容は，日常の悩みや不安から中学校への進学の不安まで，多岐に
わたった。また，回答する中学生についても，開始当初は「ピア・サポート部門」
のみであったが，徐々に書きたいと申し出る生徒が増え，中学1年生から3年生まで，
全校生徒に活動が広がった。また，紙上相談活動の他にも，随時ピア・サポートトレー
ニングを実施し，小中学生や中学生同士の異学年交流を積極的に取り入れた。
　3年間のピア・サポート活動の成果として，小学生の進学への不安解消及び中学生
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の自己有用感の向上に効果がみられ，中学校の不登校生徒の数が約4分の1に減少，
喫煙や暴力行為等の問題行動が激減したことから，中学校全体の安定にも効果がみ
られたとしている。
　竹内（2008）が指摘するように，下学年のために働き役に立つことは，中学生に
とって自己有用感を向上させ自分自身の成長の契機ともなる可能性を持つ。よって
本研究では中学1年生を対象として，小学6年生のための「小学校訪問」をピア・サポー
ト活動として位置付けたピア・サポートプログラムを実施し，社会的スキルおよび
自己有用感の観点からその効果を検討する。
Ⅱ　方法
１ 参加者
　参加者は，公立中学校A校1年生2学級，計74名（男子44名，女子30名）と，同じ校
区にある公立小学校3校の6年生，計97名（男子44名，女子53名）であった。なお，
小学校6年生の内訳は，B校2学級計55名（男子29名，女子26名），C校1学級計26名（男
子10名，女子16名），D校1学級計16名（男子5名，女子11名）であった。公立小学校3
校の大半の児童が，公立中学校A校に進学する状況であった。
２ 実施者
　実施者は，地方都市に所在する総合大学の教育学部学校教育教員養成課程小学校
教育コース教育心理学専修所属の，4年生3名，3年生3名（いずれも女性）であり，
中学校教員との連携および大学教員の指導のもと実施にあたった。
３ ピア・サポート･プログラムと効果測定の実施スケジュール
　20xx年11月6日，11月13日，11月20日にピア・サポートトレーニング全3回を実施し，
11月27日に，中学1年生による小学校訪問が行われた。
　効果測定は，中学1年生に対して，ピア・サポートトレーニングの実施に先立って
11月初旬にプレテストを行った。また，全3回のピア・サポートトレーニング実施
後の11月21日から小学校訪問前の11月26日の間に，トレーニング後テストを行った。
そして，小学校訪問終了後の11月下旬にポストテストを行った。実践のスケジュー
ルの概要をFigure 2に示す。グ後テストを行った。そして，小学校訪問終了後の 11 月下旬にポストテストを
行った。実践のスケジュールの概要を Figure 2 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 2 実践のスケジュールの概要 
 
４ ピア・サポートトレーニングの概要 
20xx 年 11 月上旬から下旬にかけて，1 週間に 1 回のペースで実施した。学
級単位で，5 または 6 時限目の総合学習の授業において，計 3 回のトレーニン
グを実施した。1 回のトレーニング時間は 50 分であった。毎回，先述の実施者
のうち，3～4 人で中学校に出向き，その中の 1 名がリーダーとなり，残りのメ
ンバーがリーダーをサポートしながらトレーニングを進めた。実践者は，事前
に中学校教諭との打ち合わせを踏まえて 3 回分のテーマと概要について実施案
を作成し，各回のトレーニング実施前には詳細な指導計画を作成して，大学教
員および中学校教諭と実施内容の打ち合わせを綿密に行いながら実施に臨んだ。 
トレーニングの概要を Table 2 に示す。第 1 回はピア・サポートについての
説明や雰囲気作りなどの導入，第 2 回は印象の良い話し方，第 3 回は気持ちの
良い聞き方という内容であった。 
第 1 回は，ピア・サポートトレーニングの導入として，「ピア・サポートと
は仲間同士で支えあうこと」というピア・サポートの意義を生徒たちに伝え，
小学校訪問に向けて，一年前に自分たちか感じていた中学校生活に対する期待
や不安を思い出し，班ごとに KJ 法によって期待や不安の内容の整理・共有を行
った。その結果を踏まえて，小学校 6 年生の不安を緩和し期待を高めるために，
小学校訪問で自分たちにはどんなことができるかアイデアを出し合い共有する
活動を行った。 
第 2 回と第 3 回に関しては，第 2 回の冒頭で，第 1 回で生徒たちが出したア
イデアの多くが，小学校訪問における小学 6 年生とのコミュニケーションの取
り方の工夫に関わるものであったことから（例えば，「優しくしてあげる」「分
からないことがあったら分かりやすく教えてあげる」など），そのための方法を
学ぶためのトレーニングを行うことを提案し，トレーニングに向けての生徒の
モチベーションの喚起を図った。具体的には，第 2 回は「印象の良い話し方」，
第 3 回は「気持ちの良い聞き方」として，コミュニケーションの基礎である話
し方と聞き方をそれぞれ取り上げた。印象の良くない話し方のモデリングを見
たり，印象の良い話し方やさまざまな話の聞き方を生徒自身で実際にロールプ
ピア・サポート  
トレーニング  
（全 3 回）  
ピア・サポート  
活動  
（小学校訪問）  
プレテスト トレーニング後 
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Figure 2　実践のスケジュールの概要
４ トレーニングの概要
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　20xx年11月上旬から下旬にかけて，1週間に1回のペースで実施した。学級単位で，
5または6時限目の総合学習の授業において，計3回のトレーニングを実施した。1回
のトレーニング時間は50分であった。毎回，先述の実施者のうち，3 ～ 4人で中学校
に出向き，その中の1名がリーダーとなり，残りのメンバーがリーダーをサポートし
ながらトレーニングを進めた。実施者は，事前に中学校教諭との打ち合わせを踏ま
えて3回分のテーマと概要について実施案を作成し，各回のトレーニング実施前には
詳細な指導計画を作成して，大学教員および中学校教諭と実施内容の打ち合わせを
綿密に行いながら実施に臨んだ。
　トレーニングの概要をTable 2に示す。第1回はピア・サポートについての説明や
雰囲気作りなどの導入，第2回は印象の良い話し方，第3回は気持ちの良い聞き方と
いう内容であった。
　第1回は，ピア・サポートトレーニングの導入として，「ピア・サポートとは仲間
同士で支えあうこと」というピア・サポートの意味を生徒たちに伝え，小学校訪問
に向けて，一年前に自分たちが感じていた中学校生活に対する期待や不安を思い出
し，班ごとにKJ法によって期待や不安の内容の整理・共有を行った。その結果を踏
まえて，小学校6年生の不安を緩和し期待を高めるために，小学校訪問で自分たちに
はどんなことができるかアイデアを出し合い共有する活動を行った。
　第2回と第3回に関しては，第2回の冒頭で，第1回で生徒たちが出したアイデアの
多くが，小学校訪問における小学6年生とのコミュニケーションの取り方の工夫に関
わるものであったことから（例えば，「優しくしてあげる」「分からないことがあっ
たら分かりやすく教えてあげる」など），そのための方法を学ぶためのトレーニング
を行うことを提案し，トレーニングに向けての生徒のモチベーションの喚起を図っ
た。具体的には，第2回は「印象の良い話し方」，第3回は「気持ちの良い聞き方」と
して，コミュニケーションの基礎である話し方と聞き方をそれぞれ取り上げた。印
象の良くない話し方のモデリングを見たり，印象の良い話し方やさまざまな話の聞
き方を生徒自身で実際に考案してロールプレイングするなど，人とのコミュニケー
ションの取り方について体験を通して考え，表現する活動を行った。全体を通して，
人との関わり方について深く考え，表現する活動へと段階的にシフトしていくよう
にトレーニング内容を構成した。
　毎時のトレーニングの進め方は，前時の振り返りやウォーミングアップ的な活動
を行う「導入」，各回のテーマに沿ったメインの活動である「主活動」，本時の活動
の中での気づきを振り返る「まとめ」の3つの部分で構成した。「まとめ」では振り
返りシートを用いて，当該時間の活動を通じて感じたことや気づいたことを記入す
るようにしていた。
　また，第2回終了後から小学校訪問当日までの期間，トレーニング内容の般化を目
的とした「チャレンジカード」の実施を各学級担任に依頼した。「チャレンジカード」
とは，トレーニングで扱った内容を日常生活の中で活用できたかどうかを，1日ごと
に生徒自身に自己評価してもらい，基準に達した生徒の人数分だけ教室内に掲示し
た「チャレンジカード」にシールを貼付けることにより，学級での達成状況が視覚
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的に把握できるようにしたものであった。学級での活用度・定着度が小学校訪問の
実施日に向けて次第に上昇していくように，生徒の状況に応じて最適なものとなる
よう担任教諭に基準の調整を依頼していた。
Table 2　ピア・サポートトレーニングの概要
レイングしながら，体験的に人とのコミュニケーションの取り方について考え，
表現する活動を行った。全体を通して，人との関わり方について深く考え，表
現する活動へと段階的にシフトしていくようにトレーニング内容を構成した。 
毎時のトレーニングの進め方は，前時の振り返りやウォーミングアップ的な
活動を行う「導入」，各回のテーマに沿ったメインの活動である「主活動」，本
時の活動の中での気づきを振り返る「まとめ」の 3 つの部分で構成した。「まと
め」では振り返りシートを用いて，当該時間の活動を通じて感じたことや気づ
いたことを記入するようにしていた。 
また，第 2 回終了後から小学校訪問当日までの期間，トレーニング内容の般
化を目的とした「チャレンジカード」の実施を各学級担任に依頼した。「チャレ
ンジカード」とは，トレーニングで扱った内容を日常生活の中で活用できたか
どうかを，1 日ごとに生徒自身に自己評価してもらい，基準に達した生徒の人
数分だけ教室内に掲示した「チャレンジカード」にシールを貼付けることによ
り，学級での達成状況が視覚的に把握できるようにしたものであった。学級で
の活用度・定着度が小学校訪問の実施日に向けて次第に上昇していくように，
生徒の状況に応じて最適なものとなるよう担任教諭に基準の調整を依頼してい
た。 
 
Table 2 トトレーニングの概要 
回(月/日) テーマ 活動内容 
 #1 (11/6) ピア・サポートって何だ
ろう 
z ピア・サポートとは 
z 自分たちが 1 年前に感じていた中学校生活
への期待と不安を思い出してみよう(KJ
法) 
z 小学校訪問に向けて，小学 6 年生のために
どのようなサポートができるか，自分たち
にできることを考えよう 
#2 (11/13) 印象の良い話し方 z 印象の悪い話し方のモデリングを見て話し
方について考えよう 
z 印象の良い話し方のロールプレイングをし
てみよう 
#3 (11/20) 気持ちの良い聞き方 z 話の聞き方についてロールプレイングを通
して考えよう 
z 気持ちの良い話し方のロールプレイングを
してみよう(FELOR, 5W1H) 
 
５ 効果測定 
Figure 2 に示すように，事前にプレテストを行い，ピア・サポートトレーニ
ング後にトレーニング後テストを行い，事後にポストテストを行った。 
５ 効果測定
　Figure 2に示すように，事前にプレテストを行い，ピア・サポートトレーニング
後にトレーニング後テストを行い，事後にポストテストを行った。
　測定した内容は，社会的スキルと自己有用感であった。社会的スキルについては，
戸ヶ崎・岡安・坂野（1997）の「中学生用社会的スキル尺度」25項目を用いた。また，
自己有用感については，堤・小泉（2011）の「小学生版自己有用感尺度」17項目を
用いた。これは小学生の児童を対象に作られた尺度であったため，中学生にそぐわ
ない表現については中学生向けに若干修正して用いた。
Ⅲ　結果
　ピア・サポートプログラムに参加した生徒74名のうち，プレテスト，トレーニン
グ後テスト，ポストテストのすべてに参加し，かつ回答に不備のなかった生徒を本
研究の分析の対象とした。社会的スキルについては67名（男子40名，女子27名），自
己有用感については65名（男子39名，女子26名）であった。
　社会的スキルと自己有用感について，測定時点別の平均値をFigure 3，Figure 5
に示す。3回の測定時点を水準とする被験者内一要因分散分析の結果，社会的スキル，
自己有用感の両方において有意な効果が示され（社会的スキル，自己有用感の順に，
F(2, 132)=22.03, p<.001; F(2, 128)=48.40, p<.001），いずれも，プレテスト＜ト
レーニング後テスト＜ポストテストの順に高い数値となっており，その差はすべて
統計的に有意であった。
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　また，社会的スキルと自己有用感のそれぞれについて，プレテストの評定値をも
とに，約1/3ずつの人数となるように，高群，中位群，低群の3群に分けて各群の測
定時点別の平均値を算出した。結果をFigure 4，Figure 6に示す。
　群（3）×測定時点（3）の二要因混合計画の分散分析の結果，社会的スキル
においては，群の主効果（F(2, 64)=36.86, p<.001），測定時点の主効果（F(2, 
128)=24.11, p<.001），群×測定時点の交互作用（F(4, 128)=4.82, p<.01）が有意
であった。交互作用の下位検定をおこなったところ，すべての群において測定時期
の単純主効果が有意であり，高群では，プレテストとトレーニング後テストに対して，
ポストテストでは有意に高い得点となっていた。中位群では，プレテストに対して，
トレーニング後テストとポストテストの得点は有意に高くなっていた。低群では，
プレテスト＜トレーニング後テスト＜ポストテストの順に得点が高くなっておりそ
のいずれの差も有意であった。なお，すべての測定時点において群の単純主効果は
有意であり，トレーニング後の高群と中位群の差を除いて，各測定時点で3群間には，
高群＞中位群＞低群という，統計的に有意な差が示された。すなわちこれらのこと
から，社会的スキルに関して，高群ではピア・サポート活動による伸びが大きいの
に対し，中位群ではピア・サポートトレーニングによる伸びが大きく，また低群で
はピア・サポートトレーニングとピア・サポート活動の両方によって明確な伸びが
示されたといえる。
　同様に，自己有用感についても，群の主効果（F(2, 62)=60.17, p<.001），測定
時点の主効果（F(2, 124)=51.95, p<.001），群×測定時点の交互作用（F(4, 124)=3.23, 
p<.05）が有意であった。交互作用の下位検定をおこなったところ，すべての群にお
いて測定時期の単純主効果が有意であり，高群では，プレテストとトレーニング後
テストに対して，ポストテストでは有意に高い得点となっていた。中位群と低群では，
プレテスト＜トレーニング後テスト＜ポストテストの順に得点が高くなっておりそ
のいずれの差も有意であった。なお，すべての測定時点において群の単純主効果は
有意であり，各測定時点で3群間には，高群＞中位群＞低群という，統計的に有意な
差が示された。すなわちこれらのことから，自己有用感に関して，高群ではピア・
サポート活動による伸びが大きいのに対し，中位群と低群ではピア・サポートトレー
ニングとピア・サポート活動の両方によって明確な伸びが示されたといえる。
高群＞中間群＞低群という，統計的に有意な差が示された。 
 
 
 
Figure 3 社会的スキルの平均値の推移 
 
 
Figure 4 プレテストでの測定値にもとづく群別にみた 
社会的スキルの平均値の推移 
 
Figure 3　社会的スキルの平均値の推移
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高群＞中間群＞低群という，統計的に有意な差が示された。 
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社会的スキルの平均値の推移 
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Figure 5 自己有用感の平均値の推移 
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自己有用感の平均値の推移 
 
Ⅳ 考察 
本研究では，中学 1 年生を対象として，「小学校訪問」をピア・サポート活
動として位置付けたピア・サポートプログラムを実施し，社会的スキルおよび
自己有用感の観点からその効果を検討することを目的としていた。 
分析の結果，社会的スキルおよび自己有用感のいずれにおいても，プログラ
ムの前後，および，ピア・サポートトレーニングとピア・サポート活動の前後
で，統計的に有意な上昇がみられていた。中学 1 年生にとって，小学校訪問に
向けてのピア・サポートトレーニングも，小学校訪問の活動（ピア・サポート
活動）も，ともに社会的スキルを向上させ，自己有用感を高める効果を持って
いたことが示されたといえよう。さらに，プレテストの時点での評定値にもと
igure 5　自己有用感の平均値の推移  
Figure 5 自己有用感の平均値の推移 
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Ⅳ 考察 
本研究では，中学 1 年生を対象として，「小学校訪問」をピア・サポート活
動として位置付けたピア・サポートプログラムを実施し，社会的スキルおよび
自己有用感の観点からその効果を検討することを目的としていた。 
分析の結果，社会的スキルおよび自己有用感のいずれにおいても，プログラ
ムの前後，および，ピア・サポートトレーニングとピア・サポート活動の前後
で，統計的に有意な上昇がみられていた。中学 1 年生にとって，小学校訪問に
向けてのピア・サポートトレーニングも，小学校訪問の活動（ピア・サポート
活動）も，ともに社会的スキルを向上させ，自己有用感を高める効果を持って
いたことが示されたといえよう。さらに，プレテストの時点での評定値にもと
Figure 6　プレテストでの もとづく群別にみた
自己有用感 の推移
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Ⅳ 考察
　本研究では，中学1年生を対象として，小学6年生のための「小学校訪問」をピア・
サポート活動として位置付けたピア・サポートプログラムを実施し，社会的スキル
および自己有用感の観点からその効果を検討することを目的としていた。
　分析の結果，社会的スキルおよび自己有用感のいずれにおいても，プログラムの
前後，および，ピア・サポートトレーニングとピア・サポート活動の前後で，統計
的に有意な上昇がみられていた。中学1年生にとって，小学校訪問に向けてのピア・
サポートトレーニングも，小学校訪問の活動（ピア・サポート活動）も，ともに社
会的スキルを向上させ，自己有用感を高める効果を持っていたことが示されたとい
えよう。
　さらに，プレテストの時点での評定値にもとづく群別の平均値の推移からは，高
群は社会的スキルと自己有用感のいずれにおいてもピア・サポートトレーニングの
前後で有意な変化はみられず，小学校訪問（ピア・サポート活動）の前後において
のみ有意な上昇がみられていた。今回実践したピア・サポートトレーニングの内容
が比較的コミュニケーションの基礎に関わる部分であったことや，すでにそれぞれ
が高い状態にあったことからトレーニングでは変化が生じにくく，活動の中でしっ
かりと活躍することにより伸びを感じられたものと解釈できる。一方，中位群や低
群においては，社会的スキルと自己有用感のいずれにおいてもピア・サポートトレー
ニングの前後で有意な上昇が確認された。中位群や低群の生徒にとっては，ピア・
サポート活動に必要な基礎的な部分をピア・サポートトレーニングで獲得・確認す
ることが有用であったと考えられる。また彼らは，ピア・サポートトレーニングに
よってより良い状態でピア・サポート活動に臨むことができており，ピア・サポー
ト活動での活動内容の向上にも役立っていると推測される。このように，ピア・サ
ポートトレーニングからピア・サポート活動へと進むプログラムとなっていること
で，比較的，社会的スキルに自信がなく，自己有用感を持ちにくい生徒にとっては
より有効なものとなっているといえる。
　最後に今後の課題として，統制群をおいて効果の確認をしていくこと，および，
効果の持続についてフォローアップテストを実施し確認していくことなどが考えら
れる。加えて，活動内容や活動の質と社会的スキルや自己有用感の伸びとを結びつ
けて検討することにより，どのような活動が生徒の社会的スキルや自己有用感の伸
びと関わりが深いのかを明確にしていくことも重要であろう。
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Effects of peer support program for 7th grade students
: Utilizing support activities to elementary school sixth graders as peer 
support activities
Motoko MIYAKE*1
In this research, for the 7th grade students (N=74), peer support program that 
utilized "primary school visit" as peer support activity was implemented 
aiming to examine its effects from the viewpoints of social skills and sense 
of self-usefulness. Effect measurements were carried out by questionnaore. 
As a result of the analysis, statistically significant increases were 
observed between before and after the program in both social skills and 
sense of self-usefulness.Furthermore, the effects of peer support training 
were particularly pronounced in the low groups of social skills and sense 
of self-usefulness.
Keywords: peer support program, collaboration of Elementary School and 
Junior High School, social skill, sense of self-usefulness
*1  Graduate School of Education, Okayama University
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